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 本研究領域は、理工系、心理学、脳神経科学の分野を融合し、多様な質感

認識の科学的解明と革新的質感技術の創出を目指した新学術領域としてふさ

わしい提案である。新学術領域研究「質感認知の脳神経メカニズムと高度質

感情報処理技術の融合的研究」（平成 22～26 年度）を通して、それらの分野

の融合の成果の上に立脚し、、本研究領域によって今後のさらなる発展が期待

できる。 

 研究組織は、質感に関する神経メカニズムや心理物理メカニズムの解明か

ら、質感を用いたイノベーション研究までを行う体制が構築されている。質

感の理解は、今後の基幹技術となる可能性があり、産業界への発展性が期待

できる。日本人が感じる質感が、欧米人にはない質や価値の認識を含んでい

るとする考え方は、国際競争下でも大きな強みになり得る。 

 一方で、12の計画研究の有機的な繋がりを一層促進するための工夫や、各

計画研究の連携のさらなる強化が望まれる。 

 

 

 


